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1. 環も有利な岩石蟹破浅
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現今酢内各会席舛IJl及土木｣:∃I職 に於て遡行せられてわる蟹鮫の大部分は臥1に示す位も児

女納勺な弥火椀を使用する懲掛 -E_して,析 ljな花束雷管に依る外 敵 t･依法を珠川せざるは舵に藩

鰭とする虚である 攻に比の将火線恐畝と怒気弼苛々破談史

に有利なる珊Eg敬吸の花束舟敬の堪☆とを比較し,凍ての即
に於て後背は如何に頚火輪敬破よJ)イ沖Jなるかを述べやう
Bllの l比ALト 自由面の硬磁2相 rBは示し,伺 11は 2日

rll-tnの韻令の碑火線讃吸のyr-dl胤を示してみる

-＼＼∴丁王
国 1 年火耕環破法

(2) t 矢野 を 々 取

胤2に示す如 く陣笠を有する上面に 7･り7･=,T･.の 3染破孔を穿ちこれを符火線出火に上り

各イ抑二様破すれば,破東されるのは孔Flに於て凡そ

ニ ー' l･ -∴ V '-/ .I: ｢~~●

施せる部分い可時に楳放される放,碍火線戦跡 こ此 間2碓 氷 苛 政 杜
し攻の如き有利なかを壌け縛る.
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4L畝 i■.t石嫌技の升町に放て Cl7

iEB各のtJ'']繋及地均し二L､Jtの岩石切取りには階段拘りとたし稚魚yf敬に依る鴨は9]肘 地盤まで
'̂='をに破成され一軒火線電磁の如く凹LTTlを生せすして作鬼の綻淡及巡抄の上に甘しく和利とnT,i

r3)3* 底 食 材

ff那 朱色蝦の息HJとして穀も有利た婆依方法は讃底襲拝呈である 大輔のLL前を操舵するに

は焚熊孔の孔俺を大とし兼虫容抗を椅大したけLt,lf頒厳さLt,るものではなく,酸く㌢孔ロまで姓

雅を棉してもそれは不可能である Bl3の Tl

の 1･孔は札筏 30川"'･孔ほ 230nl乃室 L'50 【- ゝ ･- t/
ntの孔域に 25)nl)l桂の康印 1奴g-ィナマイ

ト1本を如 帆 若干幻生物として捷敬せしめ ｣｣ _ .
藻ませほ JtB判型に現大した雌を示してある一

これをP]3Tのカ】く )'l,ll_,I',及 IJ.とは毅方

｣

向の新規から22rl)才L㈹の?EI麦も同じく22m

にとり,-叔成感銘孔の鼓舞iは赴′トig-坑鮫の

紫かr]肌に班-) lGSOkgJZl室 2500kg を故単
-iL･-O

し,光/,l粘土及砂にてJB'J71,を超して,TE束W肝 粒n 33mt;fLLHl兜破 法

をmひて舛恐したのである 岩石は日の多い花削岩の風化し九,1枚3I■tであるが孔口の冊が約 ･-ln
cm も1か こyru月し,A I,,A.I3の部分がう｡漆 にhr憾 された これを廿血の城J･'Eを飽きぬoo"I.)

(/-V,l)孔Wで7Y磯するとすれば 】l閲の如く二段にJ同体TDlを拙返す兼.J.兆となl),礼状 ユ1川
の敬槻-fL75機 刑 J2イLを姿する 比の場合の態咲孔の配tEtは槌rJUJdr.'rJのjl■;世上J) ]lrn.熱さ‡

孔nllのr珪肺を1T･lじく11】】lに取る

攻 にこの州境机をIt梗して見ると,
甘in竜ilPf男IL攻 舗JJtfに如7f封◆ti

卓 抜 札 取 3空 孔 l 孔

JL Jl lt il ll･'_ll- Sさ,"
艶 美 土 IJ知kg(350gx出札) 67Iqkii(1峨 gH lL)

勉 遡 if 炭 l lr.iJLA上

碓 XT 丑 rH去 M

以上の如 く丸底丑厳に在 りてlま撃破孔の穿孔長がt伽 一日 でhiり,生雅土も凡そ乍滅し.班

叫のtt:上りも選奴に偶ノ)をかけLLばLIヶ月を要するものが1ケJlてfl･上るtr許とたり,rBIRの
担済及能率の上に紗たからぬ懸絹が生じ,如何に錬成顎鮭の和利なるかは-R明折であらう

濁って現今廿遜t=rTrまれて屠る導火線哉厳と此の挽姦準鉱とを比較すれば次に示す如く格段の

TJ対さを生するのである

将火篠染抜 輔推iE破

Zt 61 孔 L 孔

組 長 79･日 n SS Jtt

東 上 2～_400kiI 67ごOkg

Ji .t l dII.llJ.

TT 兼 梢諌I‖卜･

即ち敬敬礼穀の比掛 こ放て一･方は '2倍の拭きのものでも帽かHLで足るものが.GL札も妖
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ぎ夢､卓と鮮つことは非給な手軒とPWfは 婆する･孔.q:級長が導火線控厳ではjl三にt;情炎とな

)),滋集封 土JI値札 州蟹igi庇も巡雌に金力を掛 ずるとS倍のスヒー一･アップが可や巨との

71第約兆を示す

上記城岐敬敵は水/.15Jl丑川副敵地符工水場で施行 された作XE請出'J,にIru娘しブ｣似血I的1137:例
であるが,相 性の花さが史に7,7;tナれば娘小紙伏線及敬縦礼肌7)距離を掛こ桂)よし ih･L迄は充
分に軌友敬iurに伏 l)位も-1･EflKnrlL村る Y<土のある風化軟岩の牙礼には泣言12人の 81ll

絹の S分崇を収用･Tれば年端に上J)て裕妙 こ LIz日進の札7第は糾られる 斯 くすれば潜血の 8

分幕の称火離郷姐lこ比 して掛 こ有利たる放異を執 ブ弓等るのである

次に全州耐難及1:(城rl･鮮掛 こ掛 する地均 Lエコ11の奄依21咽Iの宗で細を描け呑卿こ旅することと
する

B 喝 鼓 索 懇 々 硫 安 例

姓行l伸 昭和 】liiE5ll19Li 堀朗 全州紳計品名地均しエ粕
冴札甘鼓 孔庶(･tl) Fr(I)⊃) rrl

1 093 086 0636

105 0S5 061･i

l05 077 0157

1 1(冶 095 0857

5 12:i lO5 115S

6 lelr 100 lt伽
】2.Tt I(氾 1000

計井呈 (不) Dt点故(1･)
ll: 1-ll

1II ._LO

hL. lI0

30 30

405 10
°､:. :5

35 :;5

S ]05 L O95 08与7 S0 aO
億破孔の比況 棚 lの Zに示す如 く,茄窪をたす前両の亡拍 耐 こlfil-1してJt.そ JnJ17nこlfx
れるIE繰上に盤TdL甘孔 (S

/Jl怒)をたし,外食破孔IIllのぎJi態紘jllJ:'J]tにて

はlLと小紙杭根 Il′とr司止,RrjllHこ准 りては1l′の凡そ2倍尺に取るの

である塾.躍 難'aLll心上1)外
筒 4 I月Ij伸(に篭るyE鞭は同一J是にとるをI,muとする払 孔探は次式にJ:I)

ためる()--I,+筈,I)札涙, n'別 項杭耕 , ,,l装 顔 点然し実際には上Ahに左‡石の飛散するの

を防止する鳥及採石丑を増大する岱⊥式の別井に依るJ:J)汀さめとする 従って蔽或XA:脱は前面の方は′ト破片とにり上市は 大塊とた,-J盤を'L_する †-■■I

はイLIX:は朝jrx地盤上り孔尻の重量制を比較し5-7でIJ)深 くとる顎敬礼HTlの?嘩

*粥陰恐敬は2列を鮪哉Jt鼓をなしたるもの故,前列に,柁 する*設計に於ては,後列の敬俄を膿坑少くし有利に好 く名,*額ならば吸殻孔約の紅鮭を 1一7と同l壬

とすべきを 200･t内外兜縮 したのである 然る時に各礼の較磨半拝の交汁gB大となりイし棚のガ5



安 転 ぶ.Lzl燥 瑳 O-# 招 lこゑtて ulO

り此の村政の軟岩にては孔緯 3D川)"穀小紙杭

線 1Lllに対 し10C"t薬包 75g もの1m印カ

ー1)サト35本=263br,を適者と認めるので,令

敬破7Lの穀策XJi攻式の一点公式により前表に

拘 ぐる如 く火･L･計許し東に牟礼の詩兵制苛をJfE
Pl')して加減してある

L=Clr= L, 楚;美星

Cri1.1石と蛾垂l二組する伴恕

11 舵小抵托森
上式をJflひ終概杭鰍 こ該儲する毅葉芽を昇.tiJ.

するには,LtTt句倭桝の位小宅抗韓 1日tにflL

75gの_Yl,印カー1)ット35本を取れは岩石とは

確に枯坦する探激とは列3El敗消去せられ
/. 1l[)

--- ,I-聖 X,一,, JJ-- て'′;x35本1･.1I7.コl H11= l

上武よl)前炎の各irt'1､枚抗線に相常する裁襲

現は許.lJ.されたものである

MT-誌と拭独見 矧 -i及前菜に於て賓際の装

熊灘が拝13T億と多少の相遥する罰由を招魂する
と,

言

_

tj

=:

.l
l

T
.

珊 Jqr札が71罪長1A)01本多く装薬せるは,団に'T,す如 く｣.師と了il'lmlに封するJJ:小)氏杭輪

は可なり不均鞘であ!),域yL大なる上TtElの爆破を弱敵こ入れたもので, この甥令前田に於ける
嬢依状況は多少過浪費たるを発れたい

節 5qr札の 舵小枝lJ'L蚊 ll'=105.Il柱:1井果 10b木なるを .I-Pに1成して訳始したるは附 真
硬磁7Lたる妨 Jqr孔及市6葬礼との相法は木jlは らば 1■11に取るべきを4～77crH及 52ぐ川の

近gf棚 に取 り㌧璃共の影響を郵 鼓したのである

鼓斡皐は 煉掛 三電束芯管に上り直blJに迎孝もし金紙枕をmJ起して計3m托TJ'L舟と令致しJLつ辿
者tp '/L;重なるを締め 50敬称 ナ凝FL(掛 こてが火したるに柏tlJ.されし3lT塊のFE軒 ljr"のものあ

LJ多少過装頚の噸阿ありLが,これとfY致したる縁列哉mlの前架としての敬仲之としてIt理想帆

のものと認められたのである

C.摸 底 狂 故 書 例
施行耶手 招7.Il･1年 5JJ_LjH 場所 全州神社は野地p-)しエⅤ均 (R5争租)

穿孔芹沢 孔Tf7!(■11) 赦小技放牧(rn) 預入礼旺(IlJl) 鵜必見 (kL･)

I_I.･.: -_L小

～_HI.) .I//)

I32 2,30

230 320

日:LJ II.111

Ip41 .i1LLl

17 2500

I3 :三18ご

ll5 ZO'20

llS 】GSO]I 1920

11 1680
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埋｣邑 残圧には山昏1軟搾-'5日川-,文芸75gの 1本を使用し加 8枚を明姦し従来か火法
に依る

盛衰旦 -ウザー公式 lJ≒/(")Clttlを･jl用し /(･･)の仏として 06を探用し井定並也の装

策丑として同一の岩資及偵葉の搬合 h"の茄小旗抗線に封し典印カー1)'ト263gを計上ナ
汁井例 1番孔の牲小域杭操 e4Lrlnlに放ては

三-fC,xljlllrlZ
ll'

L a∠坦 x ×ん1=9ji6×生生型'x26J
/(ll') lVld 1 l=

21.1lLH唱.

lL吐塵些 FvJ､抵抗線1lrの艮火なる火敬鮎に在りてはYlは ,J粗裂切掛こ依り敵城が行はる
払ゝ 探石生に比L袈粟立は次のhlく漸減すると隅はルてゐる

TJ-/(ll)CTI';
1, 尖炎史

I('J) 湖jl'Z三狩と最小捌七収のJt.)の前転

C 1':石と環秦にElする伴奴

Il 叔小臣托払

竹遜淋斗指穀と謂ほれてゐるI('･)函穀のUlが･j(表に4-=すblく 111の長大に過れ榊 するの

である

r



'古 曲.･l■.L託I雑技の】安椛!にカモて '_'ゴE

H(Jll)J ]J7 20 _'5 :10 -35 -10 50 t'0 80 loo 15小 畑 0 .too 100 500
/いl) 】 065 053 0m UllO39 01氾 031 030 0'17 (le･10-ll0'-H O'-"1 O';]0'n

起しー邦 媒畝は唯東fF紗 こ依 りたるが,孔｡附近の岩石は的bO… 締''sL細めて良好の粘兆
をIJ.1̂:))
確即 し削卑粗 11さ 113C" のllLi縄 目'Li:鼓止めして著形のものを洩り1哨 i'1分九維鰍 こ
阿･kL仰臆げ ろ他哨ltSIYTr手放鰍 こ油紙し,2本の維持と抄紙は球板輪にt/(りJlL行してLtl勅する

溶性とする(軌6今irrl)Jlは;は九雑件を拓は し8番夢見線を押下ぐれば曳形は榊き硯従来虫のtJ1
経を,J'ナことにlLる 火IL故用11､としては初め閉ぢた旺銑坂母取乱のbi:恥こTL.九維紳引田

起してSSr牲娘を抑 †げ柑る加まで Hfて,何栃 トりしかを測り 攻に潤定評を別号て,jl杓げ,

式守と同一の回折土でHFr蚊を押下けて敬き.糞形の描きを禁制する 九搾件の I増は 1cm糾

Fdに孔をq-ち丑を糞形の部を収付け堺へて各務さに於ける裁姪のh符をiPl'ji:L柑るのである

D.EiE蓮 の 漬 底裡攻
湖底食餌のイ7利な即は宅孔･代の師e'Jと宅孔時閑の短縮及 Itl】1常 lJの類丑の跡か n-_舶撃髄

鞘の神大に止 ることはAJWiAの血 l)であるが.とれる酸逆憩掛こ射 りしたらばどうかとヱふかに
榊 J主しこ三CE放したのむ手刷附合することにIt-る JJ蒜.研究所の騒皿は花f;JIIlの凪化した峨ガ.Lの部

に鵜するがI糾こ云j鬼御船でM るンr/イ敬帖の利かぬ所.刑｣_*EP_泣廿の匁はJLで,i朗 ミ聖IJ:蛾で

30mm 経の即 LJカー1)91 松上竣机訳砲との捗出陳上)をu:JTlL 1日 ]'J萱 】上川 孔掛 こて12

孔乃1,J2tJ礼をガ ら州なして7)るものであるが今lq同一加作を戦位‡孔穀と′卜減 して能やと控折

を計ったのである

胤に,T.1す如 く訳駿東瓜iLJ孔のn,心技発破孔は水ノ11

ユ0°.盛-& 2O'に穿孔L,他のhlJ一及上部の沸ひけ̂何れーノq
も剃池方向にJkJliに労てり IIr･=8Sm TLる心故哉班の
姓熊脚 定jエJ的 カーリヶト 7.IJgx JOc"lX30"" を用 ll
ひ沸ひ硬磁の捷申渡教条は 11')と12(1mに付 2本=150g

なる帆 Gこ12+川SCC20㌧ sj =24礼 なる公式 より心

'-I:..:i A.∴ ∴ ‥ ･㌦ .-.-･r

Ji ll_I

LLる放-ウサー公式の L=[(･J)rlt'Jに放ける/(rI)=05

としCL]ち計井jLの ユ2の発見を取ったので･ある 接厳の結果3界孔を除いては旅愁汁の良戚蛸

を柑た 軌 ま心城の俄凍折軸である.3藩札は警岩J.乃不llTれと祇杭恥従 に 20ぐnlu上の設滋

があり且つITの影響も多少乃-らJt附l小熊恥 こ経った 筏大方班にカーウ ト15本に莞虞の
3他見の枯i:を噴水したのである

f■ t

加上りイ目薬 1.6LJH

礼 7架 98cIIl

lL( Lr.-171 ■111■ トJt･l

誰也の次に粘土を込めると,蛸火矧 土太く短きものとなる 繕断剛 ま L8uJ▲,イい別 ､85ct"
縛となり石目の方向L=捕LEll形を星する
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例 2

1mJ_l)孔往 98日l■

札 探 flS cm

孔 の 方 向 #_]0●⊥ 2Oo

実包の次に新帥妖E･入れ按術数鮭とすれば此の苦Bも課大され熊盗至は 1の瑚合より長 く挽大

され.孔PJ:I)81C)u以下が食際に洩大された.

損大嶺宝の朕断両は 7cJ))屯従のml形とな)),外に前日の方向に柵耶地形を量してゐる 込

_ .,.._ … . 物の新Ull統及粘土は全部i畢敬の際吹出され孔底

∴ ∴ Tt t- 朝日こは良EL'#AL石屑が維粉の如く竣iTナろp-lD"十 1cc-T Z
九･一一-1EI-:正二

=~-一二 二ILA,l･･■⊃■ LltE 京城中華粒々塵地均し工事 (叩けE暮

lI/17月 ilFl)館束帯なBt裸屈包括東姑例木工軸比a(生の文平体qzl中一迎FlH
勤労率Llとして胡LiMJ地珊の地均しlJ.コJlに取輯 J)しもの11るが,作X:の役牛に放て如才

l府の出現に池ひ到底髄卯にてけ探れ不fLt:となl)たるを以て.岩Tl爆破のy'切を.空けたるもの花るが,期Rnは可成奉仕朔r川州こシごてしたしとのGJ望あり

Lを以て,爆破作丑の穿孔は綿 測々丑もせずjlyVILの位故をiJt足して卑生にJ枯宅に

て7常 り次第労孔せめたものである 経て郷孔FLl牡も必 Lも合理的とは小

されない･穿孔の曜墜 】 ガiTf胤 t削こ立つ雀の節理等なき栄塊を形成L帥斜は凪 7に示す如く15●と -lo,従て負破孔

の孔IXllt I))1-27Tm の馴 こ在る2 市梢LIEF71班地物が接近1-る節で

は虫′ト哉坑練よりも船架を可なり1g:くし上J'に岩石の飛散せざるか くする話は鵬の口的は地盤切耽 りの外破砕岩を救均し#
1とするに/I-る牧.Ll煉 る文紛称するを賢し,この翁に懲TM uulODFE既を瓜小紙抗槻よ川 ､となして-/(一に近接せLめた 又JIjr々 に奄打P

j)礼を設けてあるを 旦 鬼和船の風化し九もので,糾 Lri軟岩とは訓ひソr/ク研究㌻よ))も著 し
く迩まねのみならす,懲鮫も見糾けによらず利かぬこと



F47 兼aC,L.雅蛇教Ei5FLL

出征JI (F許 30S511Ll.札托 8分)iK

一 円 有 村恥Sの郡--1drトの凌範1120席札は叔椛で他の21番孔及228r孔は軒並礼rJ胸

したの1:-あち.蛾碓ri.T!.印カーtJ,ト串本の 375gを用ひ 5cm 長の新PnCtと 10tn■に
の粘土込物を俺Iて粗鉄させたのであ,-J 挽底は札t)より117･rLの佃所にてtStI'

1cmを㍑た生絹tは出tP費蝕を Ir=1nOlnに別しカーり･'ト35本と見て淡色恐屯を行

1 各号Lの広兼tjCの地表炎の遜りてある弊孔+I Il孔 羅 い.1) lI一枚tt奴(rltlI/折井熊毛(料 ′i;先*(



I."_T4 火 典 脇 や 髄 節 .1奴

fl相方の切取掛こ位牡する畿鮎は封WT破婚li:主にして然も白山両次小なる故中FM孔よl)滋熊丑の
判合を増大するか又は抑 穿孔のPE杜をl妾iftせしむべきである

妨 二 同 攻 防

郡-lElの敬掛 ま#爆破を婆する税政の不/如月ならぎりLも舶教鞭なJ)し故装鷲丑の遊11当を前
川 117=lrnに封し35本たりしを4本に棉丑して炎難丑を計許し,攻の如く丑発したのである

那 L4枚 D(zf,i,iE 'l秋 根 I'糊 緋 JJ岩魚!(n,叔発禁 管 '漕 発起([-L) し本)

)7 2も2 156 ]2】 19 0S 】L75) 35

】8 183 130 8a I) (37.5) 3S

19 1･i3 085 .JH5 .1･5 一 重 (25) 17

】7gT孔F:i最小講読牧丘大たるを以て?,221Tl/('')簡裁を粥lEに7JtH.つ自由両の秋小に上

る磐石横坑を掛酌 し /(")菌政を 0.Sとして計

_Wした 19番礼は佃7,の白山軸の横坑大たる

故 ユ本多く袈熊したのである

鎧_遜 前厄と同成金所的に蛋弓戯曲で3ミLO
l蘇礼のみシC'金に桜蚊が起った 乏れlilT節礼

の左n肘,の紙状砲火なr)Lと頚滋は捌ノバの血

り仁ril1-rhlよJ)34cll】以上牝T見た1LBにあl)し1詩

なるべし.18二番孔は隣接 17禰孔の抑Wl-JJを

交 くることなく弱旗を星したものと.ul.也れる

麦E:し了fl伸 也内の哉故は光づ芥 1に飛散物及㌫
勤,甘智等を遥圭け安全を来店すべきもの故虫部

先金に破砕さるi過裟準教依上りも舶鼓類を

*JLuとすべきであらう 殊にAN[所の如き秋ilt

にては拭動に上り岩質著しく紘弱とたり也餌

にて爆破の虚理が容易に行Lまるし如き搬介は

†.11於のことである

第 三 向 変 斡

rlL



安 磁 jr.L石 瑞 枝 のTrmに克巳て fl_85

過姓乗となった軌 Illi辞任の 11qr礼は始めの枕仇 186m に狼典丑 '15本となるが.就墳確

中盤難度 60cTrt以上とたり.上面に封する拭抗小とたり吹上ぐる崩ありし故川137:北 25本を

第 四 同 葡】野楓 11に示す如く硯底礼比 5番礼,-

Iqrル1O番孔にして仙ri適宜祁助孔を設けたので

ある 滋雑範の旬十井は 1t/=1OOlrlに付 12

75gを韮ipとした 次炎に明かなる如 く榊助敬破1L

の丑発射 i書取して計罪長より多きrま,淑呆少くし

て危陰の妙たきと敬般孔綱の拒難の大なると

と後列の敬俵を村政ならし1i_.･る烏岩石を前方にilJ

z.T.ナる榔 の馬である

- 蕃択 D(FnL戸 "一
枚比殺 L･'yr糊 東
(rrL) (～)

2 '.'5 15T)



2℡6 火 薬 協 や tE 郁3班

別 L審牡 D礼 r7! Il-妊枕嶺 )'Iは 狼火 L義戦長 川炎船長
L l (lrO (本) (ホ) (cJltl

描 4 】00 0SO l､9 35 35
は5 090 0S6 35 25 空5

tEヨ Ⅰ-..' 岡 13分泌熊を施し砦塊を出水る文少くし'E#

土によ))Jiゝ也なる仙 也たらしむる馬 I(J')を ユに取J),敏也孔rlflを紙状も巨=1畑 も光分粥腹に

入れ攻我の如く引13T七井の睦を装Lj!した- 古鏡 ''ほ し陀 川 畑 'J'琶野 生 ]一筋 r{.･,鞍 驚 き主

管 …(欝 長: l=111 214d l16 17T 18

1i(loo) 621寸6 18-i 】9
- 6920.I 155 三と】2

L-I1S･1 155 _Dli' 1'1】65



娘 JE llT石 年 政 の 天 和 に 放て 237

F 旋 蓮 及 坑 道 専 攻

これは単一白山b-Iこして伺一哉謙壬に絞る柁石丑のJkも少なをイこ甜 た竜王範とたる故,廿適

心竣隻鮫を榊け,生じた基別布EJ)ち斬ntllaは主たるは蹟方向として菅鮫は過行するりである
それ放心牧以下の切れt摺 熊は2∩由面の哉鼓とたるのである･との碍合薪El由面の成秋友形

敗比に斬自由面に剖する恐砿札の位ta,方向綻て放′ト抵抗嬢の大小は耳に諸費を孔の成否に侍

るのみならす後的 破･llいては杢伐の敬鼓の任命を朝する確大友杉書を輿ふるもの私 肇孔に

常 りては邪 1.の性懲り兼さ及方向/勺皮は.設計臣‖こ輿へらLLたF-L二JCの他の俵件が厳密に保持
されなければTlらない これ等;維多噂のFll穿孔

のIr地 と滋雅兄の7/のZnこ仲て以LF論述するこ

今蜘 雌 戒を帥 榊 如く1.1｡…に 工 〒

ととする

取 り,心は硬軟礼は 250の仇曲 こ甘たれたとす JJ_⊥.⊥
ら.而して沸ひの敬熊は傑jLLの残舶小坂杭繰
‖'=30C"･を取 り/.)iLが荘･汁に依 り典-らjL I
たとする･これが引 Lの即 lLEの湘定を譲 り･ F
51文ノ､きた閃きを山て J･三才Lを穿ちたりとすLL r

ば,111=41cInとたり滋集生は･*式に,7;す如 く

2･6倍に棉丑するを要し,X=L IO'のJXEきあた l

ば lr=82cl" となり公報tJi52億の多圭を
盛する著し車載AをRるのである

責苛 -慧 L-28×L 訂 の開き

LJ_Il'-_(5_'P
I.,I H z事L(30).

LJ=52×I･[ 1Ulの開き

騨止及坑内惣鉱では心は次に沸ひと遭表内h上り
外方に向ひ敬鉱を捌けて7(くが,FJl何LLか-魚の9こ

lLrFま後軒数年生の陀類となるか次Ii･】の恐畝作業 に 支 FT(

を司け ので,心奴や錦ひJ土勿鹿命脚 rJに退愁嘆とな

し'殆んど新市を細砂 して作Xsをiuめ居るものが大

部分のは[こ見受けられる 従ってLt;劫や音響Ii物狂
いばか りて,捷坤蛸 Akの2倍乃育LL倍も多 く便ひ

過ぎてわる税がある･JCの必Utの鮎鼎 とLて標石卑
1tlのL7雌 をボナのみならIh 畦iPuLL迫の岩盤に無Ji

の亀裂を生 じ落盤を誠丑 Lji'柾工作の増強を飴依な

くされる不利 も免れぬ臆である

これが救所方法としてl上先づ祈 ･に穿孔の政弘

礼拝'札i架及Jq庇等の設▲ほ 3)榊 は.ものとL,衣

に乱 ユ5に示す棚 のI純 正を示す那 Lの抜取 方

向及77:さをザ三11にiF淀 L柑る方榊 旨it券をja軌E.車



228 大 栄 Lat 地 帯 3群

と恩ふのである.
その雌確細めて憎qLて把alより30C"力葦 10u.Iの胤迫力向QyJ･炎にjE托1本とi;千,キー

でJEl宜し･ これに妙 紬 上TにTt.'ibする如 く設け,この坑木の一矧 二水咋許上水1i及虚血分度

Blとに那 加 針と有する判定襟とれ付けて上下左おの顎厳孔の吐乳 欄聖方tLl改札探kLll.額,I,
文相嘘には,示せんとIT,-J耕法である 本券は甘塗被研究凪 こ於て訳作畑 中であるが刷かこ於

かれても砧項伽 在蛍鼓と何柁これ等の払 こ骨渡せられ作長を過めらるるならIf.長df,能や及

轍 の上に杉書するとと抄なからざるものがあると存する女罪.=ある.
桝 l

坑iE敬gTtの較約1作.W)択瀬をたすよとも衣重なるもの放.克分脈 E.こ什月さるべき=･ある.
各那 Lの盤弘Rkrllト とするならlご各攻杭軌 ま同一掛 こ収 り.抵抗不rhJのtlt.漉 き符合は滋兼

隻を棚 すべきは勿由である･r,JllF三省利な確論月頃 A･仲Zも耕火班とLJJJIけ ることを卯塀Y,する

ヽ 7 1

:..:.L1..7. ･<こ

∴ ＼I,/ 心 :

昌二立 ニ ;.

廿 ･lトト ･l
十 ｣-1

昌 ､昔 二

･I_;二一十qp･_｣ご二_Jl
.｢

L∠⊥二 _ 4.1i･ー｣⊥ェ1- _.,

糾 2

敵虚根riが繰 ( )で,1.1され とJHpJI.孔IJIL

附滋の91取乱 こ弧 エLLたノr一価P]にして.･Ll胡顎
似上))が火朋Fl･にgrかi項線が生するので3'Jる

I2&さK 邦火れIT

(与)(6)抹衣pqのtt7' 4!点本tL
II 叔小邦tt書

← (.A) 確破J,'内

M _I

舶小抵抗扱 117は礼状 より斬破壊蚊に量る距だと取 り欠はは熊方l乙は ,7;して7)ち

2 番破施行の頂序 法則的事項

] 怒Ll',il東,孔任及生類長が一定する場合ri苑宝tJ･心上りtt俄方向たる自由h'j5'の鍵如
nljtたるIt小坂枕絵の)壬さは一文すべきもの{･ある.蚊て先づ恐銭を仙ナ/,とする等かま'LLTf

丑較法 山下甲に邪法と呼ぶ 第 20臥 こtaぐる方法に依 り朗色哉銭とりひ.tf巾錘熊に於L†ろ
滋雅一及位′J､低淡塊の&さを一良め本項鼓の:r罪基礎となすのである.
2 千掛 卜の焚俄に伸てlt維め自由所の康蚊を炎L,孔乱礼は,盤輿Li,滋弗≠,批小姓杭紙
を況*し牡き,1!.11王前臥 節理等特殊不仲 もgI難し世き煙破後に於ける状TXが新前がjfしく粉
砕されて茂拒tに7R放しFLつ太守称と激 しさ舶動を作3.過生瀬にもあらす,又反対J:il公言掛こ

.｣ _



'G JE i7万年鼓の文F51こX で 2･39

してJW桐のH的を辻し1'Jざりし丑熊にも非ざる薪謂辞ZF芸弗tを'釆めてdf鼓の垂範の3t甘益位
とする.tLll王外市上りtR繋Lrは るガ‡耳の不均一性より確る終苛Vtの特共たる鞍茶と乃止し,

叔仰のt!咋匂蕨の平均uLLを求め汁甘拡枝とすjTJ.,f西経の苛 i々l上 ･府PtAl敬破.=近きものとたら

ん itに理想費銘とは鹿 も摂前約であり能率的で･あり繁奄性に'LIFL'L,･教範を神林するのである

3 兼'itET,･C･上り各自的両に預るit小牧坑攻はJF等のIT<さなるをGjAILとする(岩法耶8葡全
.1m)

J *たるEt小紙坑嬢を嫌丑するtSには孔桂を大とするをIGtArJとする ご宕汝那7正声及耶 b田

令.Vlf.).

X,L石及様舞を1㌫ト にする柿Ii紙qq攻範の葡室に三才し仰似AIJを姐州 して孔掩及集金額u(と棉火
するのである.

包llも孔椎Heiとたりし時の'#虫の王畑l連のElさは何JLも-'倍となl),封廠斬所仙川 lJLも-_I

叙 七とたるが雅男穿きthは 3束比となる

市tJは:

12′Lxd l'1x2(txi!d, J メ_Dd:

†iuI.Lt ra- .lla -

【

-i. ;- ∴ ご t:L･:- - ~ -

Lla.,一r->
--一 EU ん1-等 LL a.Tll

姓に L,I..は行生類J:,C.りlJi終分有と願 に指すろ紙Jk,ll-及 lr, L)
はil_'戟熊孔の放小坂放映とLiはしてゐろ.若し岩石及煉蕪が何-･たJHr A lu

ぐ.l r ..

たる紙 上式はmuTLとたる etlち

Lz-H L

これより故知>_る JJ及 11 とyt測IJ)Trlを知れば汲兼i

は決放し柑るのである (恕法節18,肪19番及常 20番参附

l･･:Ll.:.: :-､●二:t･:'_:●丁子.' l A 'T. T ': . A.I:.,
であ7J Lf'fLiFJl及臓 物附並の安灸をg･邪要件とする哉熊に准 O.1 t王兼1'fT
りては感光発見時とし1lJIBl苫及令称 こて令面を蛋ひ岩石の大敵 0 兼 j!

を防igするのである ll- 救少姓tt浪

T 廿東の糾 し竜掛 こ於ける旺特集宝に在 - 1 一････
りては兼宝の州方が鼓 も搬 ))強大たるを以

て,主たる銀飯方向の自由恥 二千iL第度を平

1-1%Lむる如 く- る州 ･･iす,-･･2 月 - - k. -3山軌こては剛 lSの 1の如 くする また l自
山師】の場合 も Tlの如 く･I5●以rlのIL収 に傾 h lさ

･･嘉 ♂r



1-30 火 弟 枯 骨 や 耶 ‡̀靴

斜せしめて穿孔するのが故も有利であり若し此の槻合頚血礼を設ける如きは桝もすればqr珊緯

砲とた))て吹出し,ク､地に指し,縦令成東起るとしてもt)と蟻放射ま可た,)著しく減殺されるの
である

S !河盗即ち楼教生JR後の込物は孔口道充かこ超す幣frtが肝要である 約巧就職の成孤では
込物を施したと粒さめとでは,I刺以上の芸共を,I;してわる

D 白由両の教の多vl柁Jflト の准無塵に什わミ石激は多く凡そ次の如き制flと細L目して73ろ

1 帥 m tか ′】 l LJIJIT'. M F

'音Il'' 5 4日′3

qlJl, O a ‖･Z

朗に Irは長小紙抗故を>バ1
nEJl所を多くすることは柁イ了丑を大にする外大塊をWるに使利なるが,grEl山南を並る掛 こ

ボブ士と妨ノ)と時剛を要することになる故,モチ泡の怨敵ではT:事由iELと打放し緒べき節理又は溶理

をJL.Ll'.して似-増故兆を大ならしLTるに努むべきである.

3.岩 石 破 頓 の 法 則 的 事 項

郷孔顎鈍に於て-i岩Tlの磁堀ri如何なるJVミ態に起るものであるか,或は如何なる方 向に枚も
純損が究L)あきかを知ることは敬鉄理論の-&礎i･TLナものとして甚だ韮史たことてある

これが研究材料として比較的p-)等質とj7億 し梱るt-メ/I,石膏及内部の01域状況遥遠成し

絹る氷をFTlひ,これに紐々の形状を輿-且つ穿孔の仲tEt及方向を=粗にし,汲集1'Lを竣虻してi碁

敵を郎みたるに,茄石のLUk横方向に紺する現論及慨陰iEl.鵜は故に材料軸ほ蛋笹方印Lで研究せられ
/I:胡料の外部J-J)加-らル九･)E引手jLは腰鮪の硝分のl蛇域,u況とlTl似することが敬毅せられたの

である

衣に317石破壊の起るH山繭lの折札 33'札の托班盈深さ紺こ蚊小五の生成Ftを以て放火7Rの柁
TI牧を柑る蔦の依件等恐磁計やJ.こ必要な笥汀■】に付,Lt-の-ALを速べること＼する

A 脆さ材矧 こ矧する破壊法則

朋料由溺 掛 こ於て招して蛇を材料 (B圭臥 石,煉瓦,t･メンT-,コンクリ-ト,冊子JS)に物

伯の外より))の加はl)たる瑚介の破損の中比較El磯帥lに純旅する持出-Jlu及懲絵約兆を示せば次
の)血l)である

l 材料の拙攻は外ノJに肘ゆるiieノJC)責ともB/qき噺而にniて起る

2 陀き材料は書転してXJ{))に射し式とも崩く,華y断わ之八に繋ぎ,圏鶴州こ封し地も銭vl
伊.-ばコンクワートの班陰に於けろ拡境内'JJは']柑‡は tlSl.どcmと,朗断は 12Sk･_I/nll℡,水
村は 2L5kg cI】1≡の2l､均IILを典へてゐる

3 材料の依項はFl1131呈,封断及懸石臼の合成内力の作JfJに依I)起る
I 脆き材者‡た一般に懸ノJに封し勉めて･yL喋なる紋,ち畑TI勺-))の放火に起る断恥 良1)ち外ノ)

に封し凡そ L15oの傾斜恥 こ泊ふて触感が起る

この節4の堕寺前にfLくE)起る7純増方向が外ノ)に射しJl餅に LL-)○たらざる詮明として,ljゾ断Jjと



尖 訟 i■.tJr城正の文F発に軟 て .'31

臓 ))との二力の合成のftl兆であるとし攻の如 く詑明してゐる･

囲 19に於て

J■ ･叶●I

l lJJPTtFlji

汁ノJの'JJJr日】とTE舌の何針ifc)!_ナPJ皮

N .l'B'EFE5'に頚n:に胎く分力

'( .L'I4'斥好に平子Tに曲く分力

(, _1'l王′汁TFr;働く歩J環内力

とすれば

llゝ行/,HJ r=I'S川C(. ∋隆起分ノ) lV=L'coso' 間 19

rnlして J′JJ′斬新にて示すタy肝鎖射 tm こユ1iiTに働 く)Jと垂直に働 くjJの公戊が粥へらる｣

那,このjB=dL分))の代り敵城恥に起る雌然ノ)を淑入れても計井 も俊明も'dibなる払 年休舶併
教を ILとすれば摩擦JJは JLJ-coSC'となる故,封断r71))ILは

(.=J'S川0:-JLJ'cosα=P(slnα｢ LCOSa)

JB 戯帝IのIdn朝を .･Lとすれば 1'JI'折所の苛1軌ま-4/coEOrたる故

F･-['(SIna-～COSa'-i(S1- -F州 SαICOSα.･tlt30Sa

謄無休教 Ftに該思する稚瀬〝Jを <p とす)しぼ
写111rT)

FL=l･Hlq'=aq,
これを上式に代入すると

･･-;(sIIlα-STpc0万osα
-il(S" C'･osy-{･OSαSH叩)Ci53!
･l rosy)
-; 'S- (a-(p罵

r∴･.二

.ih(aて 加 住･TITPq~中上+叫一甲)-■lDPa-nyトLlny'2
これを上式に代入すると攻の幕,..兆を1'.iる

(,--.一一∠ニー 【号1･1(弛 ,-(p卜sl-1r/']
-'/l cos(p

この井式に放て sl"(2α-･p)の姑大仙ltlで.2ct-(p=9Doなる時にその他が放火である

夫れ放摩穀PlrJ)が一定なる時払 2C(-rp=90°なる断耐 ⊂働く封yf内プJは萩大で,そのll!uは次
の適 l)である

J■

/･=2ノlcos甲(ト sl11g))
か lる断面は 2α一g,=90●なる払 この新田の傾斜IrlαIi

c'=15,+里



23聖 火 典 払食 tEq;3班

CJlら懲軒に臆._+材料が射PT鵬填する斯耐 ま,摩損の銭 45亡に牒カルJの 】re を加へ九傾斜を
なすものである･攻に官Jaに上り糊剤/lla を淡め･上武を用ひて ･J.を井.LJけ ると攻のiFlくた
ら

サリqr成 増 の傾斜 Pl庇

Ldhl αLmit依) 甲 (計井虹) -.'rL
頼 雌 5R40-55St' 16g'-2063 lCO8R-lIO♂

ll k' 1'.L 6I7. 3318 】1.一丸Iz'

γ ス ッ7L̂･ト 砧60 27P l17P

煉 X ･-BTJ 270o u70'

f-JJl王J'lは外ノ)I'が AD斯所に及位1す舶船内-))なる二汝之八を/にて衣はせば上式上rJ表

の式が柑られる

･･-3 ,

この式は封肝rAlJJとれ輔 PlJ)のBW.にして,前記の方泌 こ映り席料lrIv,の肌が知 らるItば
飯盛に典か り歩シ所内ノ)は舶船内jJの何分の一に該F'.諒するかを知ることが,1煉 る
生に7:7:LTを軍するは上記必衰古銭均の計算は引g(砿頓の場合もこれと同書玉に取扱ひ柑ることで

ある.

B 岩 石 破 頓 の 緒 法 則

材料弧55i掛 こ於ける脆 さ材帥 こ付ての破損法則より推理に依りこれを1Jt石の畑qEの甥イH=1.I

l'(t:めると†.1.1は次の如きflJlりh')叩項がj井さ4ItTJ
r クレーター釈放に於て終仲の上部より盛を以て砿嶺の超る叔小隊地 の l'なるJJを加3.
ると llの方向と破顔gT所のなすlEICH王

の祁さより鉦と洋下せしめ別に各階 石に付クイナマイT.を用ひてI歩 粍 ヒ0
破鮎喰を行ひ打辞に映る外))の鮭規とダイナ-Tイトに依る1垂鉱ノ)のrlnには脚 妾た弛休があるこ

とを触 されてわるが,その際のクレーターの開きは仰 Lも上記 15〇十号 たるI')# 女鹿して

わるのである クレーターの開き比物野に依 り炎たるが凡そ 90●以上120'以内のIrl姓を棉つ
之札に少生の畑雅例へば生別爆発又はカーリ,71の如き単に導火繊又はni頓にU{川 が火し締
る蜂瀬を遊び破戒の起る舶小土を盤堺すれば樺盟主の影響を受け前岡ほのクレーターを生する

即ち之等の唱令に於てはgi刑部維位の頂部に両軍又は衝動水たる朋鼻紙Jflを空け封新砺魂が
足るのである.而して公式

'･=2_LこJ slu伽 -W卜 - 一
にて示さるi即所内ノ)(.の帆は S,n(2α-V,)に於て2α-q'こ90°の時政大liLを取 り(ごα-'p)

が )̀rI'上M ､なるに従ひ ん のlULl土′トとなる

この郡は榔 1たるqT輔皿維旧の7jilIIが (2C'-甲)=9Dvより小なる如きEWrl上生じ稚 く,iiTLい

て砥墳せんとする乃l亡は外プJL一女火に増大せねばならない



父 # 1.L石堤破L,)焚FT,亨に井kて ･.'Eは

雌縦の硝公に於て比F:3由雨 を (2α-rp)-900よl),1､としてほ肘 ｢,Sに紘+MにEZ戦乱を稚さた

ければならぬことにたる CPち岩石啓もIiの小たるものを軌埴するのrこJiJって多生の体難色嬰す

ることになl)- 1'オlrlJしたi,I.兆とたるのである 夫れ故は鮎さるし〔=ll雨は山林る文LNくLli,ト

即日 ･zlr=α-･Pl=!)Ooたる開きのtfI症を抹つ如く後位設計を樹つべきである

碇の防止我恥 こ放ける心竣敬厳の射 こ来る沸ひ草薮の新E=11両は多く三Iq形を岱し挑/トたる

自由面は11するを以て,iEt小坂坑税を小に取るか戎lま避難i宮村大しては辞するとと＼たるの
である
クレーター洗絵の線維3LIま臓 をJ77ひて斯頂潮荘姐の生するのは材Il親鶴鮮方繭の雌抱に上
り点る封斯鉱境と趣を児にする 前者のnLll面たる底-dlは生来と接現し姥統裁小なるも,後者
は顎の上に在 りて軌i･ぷ伴する如き状態を取るのである 故に如き価 のあるは俄のq;介は熊'ii

の髄両を正朔Ajに上り押出すと祈る上り自由面の方向より村方に戯力に上lJ柚Tlけ とn催す方

が遠に合理的と児比Ll_るeJlちAt'ト抵抗根の方向に引絞ノ)が働きてjIL,汁;内鰍 こ射PT碗Jか〉;起り
戒はJlt.のJ)の方l品は吐 PIの方向に引弧範増が起ると々 jるのである

2 馳境riXとも;朋弓7L新市に拾iLて起り易き放,JA石は銘の際は枚も倒れ11さ巧引lの方向に
}EtjてE)は帰日土光Hlく,節理あれば52)理所に折ひ,叉熊宝に裂叫あればF勺称に戦敗は吹.Li-.し
不fll兆に終ることを鮭由するのである

3 仏神及jl',L石をr･.ト にする場合払 製菓ii/トたるか,JはjIJHldiCII-Lノ､なる時は･J]･]L叩(域が起
r),倣頻IILlこなるかjLは'̂'‡ズて紙状小なればgj漸鉄切が起る

t･メソト及JrT･7守のブ･/T･クを鳳 21の如き盤出に依り,とALにLSEll,lJl妹稚 k印 の々jd:Klku'-R解

封入淡に!火M即主すれば例2117i捌21に示す如く祉々

q)依頃状況を並するものである 股も斯 くの如き小規
模の郎蛤にては伐の促Flの村越も可な))斯掛こ影甘す

る7Jtは繰め饗帖すべきであり.且つ主たる実験誤差は
ブL･サグの税収Jtの他の物PfL的三好性質が不均等たるこ
と及Jr･J-成分のi甚顔にても枚の大小.配合欣沈設時El

の姫泊にfL'り威))'=諮妹を生じ,又袈頃の際頻包の兼

愛に*.1瀬せる粉 と多,少の仰際の存する部分とにては

鈍



334 火 策 弘 や 髄 節 3批

5 破JT-の移動-)Jd向はqt適所繭に働 くh-JJ

芸,三EL,7･芸言INbl警 冨芸芸d;;:nI･;芸 の Le 等 r(
の合成))の)J向である

である 新し弧))な過激骨髄なれば破Jllは放
射状をなして庶l'rrするは上く見る戊である J Tl

とのi船 様舞正朔の働くu))ははqUJ'h'.‖こ改 組 ee

Trlた熊毛の投射-dHこ戚aiに齢くもののみがJtの方向の鉱風 こ興るものと･rI-らjLる.

li 大なるLlと小)JuJLL披CJJち火Q.,式のALHてi:爆破するl引土孔襟を大とするか,Jlll孔縛なれば縦

令せ頚髄なるHMJJ)_7,l仰のやTI孔を4度近Lて設けるれ 或は織成郷地にiJ{)発出佃を伐大し

て婚姻鼓舞を用jるか類あるも此の外jL絞 1司 -
1こても比訳大なる煉雑を州ひ単位漸川の破境中
経を人とすれば上V㌧ 火LL故確硬,鎖柾なfALl

ー;:,; L･,r,., L･̀" L･･･J.,

1■ I_-.て Ll ごI

石の雌恥 こ比ダイナ1･イトの如き此dLの火なる然も地 の大たるは難を鳩首とす,qJ･若し比瓜

小にして猛虎小友る.TL色火典叉は珊浪系蛙乗の如きものなれば充分大孔等美の敬破札とせざれLf

敵城や絞大とたし付す辞すL北淡qE執 ⊂於て圭il失を免れない

先払例を純げて溢州の-磯を示-Tならば攻の如くである

花油岩の招傑鰍 こ近さ材料を探りP]T)の如き各35cmの角材 3佃】に孔梓 Ic",孔17220cM

政小旗抗繰 175cTnに取り,これに ｢ダイナでイりユ現品及繍安操兼の或る骨を以て嫌破拭魚

をiTひ比較するに.ダイナマイト1軌.[.'.ユ富に 6軟石?管にて頒鼓した畔の髄頒状況は柵安搬柴
を コ:-'gJT]ひし畔と('･ト 状況とたった 軌 26及 27に示す洩 りである 他の1佃にはm3j(●1准

兼 2gを使用したるに恥 eSに,T=ナ如きjiBi巌額を具し大のである 珊=省の淡強農と示せばグ



安 井 ユ■.t石 2&広 の 斉 m J=itで 235･
イナマイトのぞ;tllは鼓兼良にて 1cl11,m汝:i茎葉は 4cm ある. こJLは柵IL'嫌蕪はLt正の′トなる

とl&ノJ弱小たる名号F班は北大とたり4倍とIT..る討井である 'AにyE際の例を:収れば経常架.Lの花

油新を】鼻鏡するに桂30mm. 孔77!1mに抱 りダイナマイt･1枚JL.I.,兼L壬を礼ほの12倍卸ち36
LIELl長に私 りL持出申思銭たりし上すLtlr之れに相禽する圭の硫安搬兼ならば榔 36×1-
1.4JHtとたり孔F]外に7生LLろことになるので乱臣を太くせぎLLlr滋切Lはざることlたる.以

上は耳LJ=1箕投上り等さしものJ=て★際は如何にたるか捕密たるef兄を垂すべきL.岩石のiC

い扱い等合にril▲庶大にしてJt茄の人Tlるものが丑 も有利であり,琳LLや骨理の多い書重たもの

は柵父系又はT.色火蕪等111-利なるべく.Jf比較表の目的に上り冶打適所主鼓たるは勿L-なるが
臓 には人 特々雅代を有する払 出頼るJ:寛政的に又択蛤顎恥 二上り1Jt火兼blの性qEを知 りtE
くことW･嬰である

附 花 鴇 岩 の 供 拭 tL

珪頓淋 況 破けの11劫IJJTJJb郎*

Il I_tLa'fit真 二5L;Lこ.ildJ*されたもの,米松 4clll

破 斗 状 況 破什の仲裁J,-rqA煎■ 抜染 ZA況 抜JI･の11■-JJ'向丘井iI■良

｣tP印1イナーイトIglこ上q¢*さ↑したもの. 財貨4弗11gI=上q吐1芸LL




